
 

 

 

 

  

アシアナ航空で行く日韓往復航空券をはじめステキな賞品を揃えて皆さんのご応募をお待ちしています！ 

応募締切 

１１／14 （土） 

必 着 ! 

主催：鳥取県、駐大阪大韓民国総領事館 韓国文化院   共  催：駐大阪韓国文化院 世宗学堂 

運営：公益財団法人 鳥取県国際交流財団   特別協賛： 

協賛：ＤＢＳクルーズフェリージャパン株式会社（予定） 

興味がある方は、今すぐ募集要項をチェック！ 

話してみよう韓国語の情報はホームページからもご覧いただけます。 

募集要項・スキット台本・参加申込書のダウンロードもこちらから！ 

http://www.torisakyu.or.jp/?id=1256

出場者大募集 
2 人 1 組で挑戦しよう！  

本選開催日：2015 年12 月 19 日(土) 13：00 ～

会 場：  米子コンベンションセンター 小ホール 
（米子市末広町 294） 

３部門の 

出場者を大募集！ 

☞ 中高生スキット部門 

☞ 一般スキット部門 

☞ 創作スキット部門 

韓国語で演じながら表現を楽しむ 

新しい形のスピーチコンテストに参加してみませんか？



新しい形のスピーチコンテスト『話してみよう韓国語』とは？ 

楽しみながら韓国語の表現力を見せる場 

 
韓国語を学び始めて間もない初級学習者でも楽しんで参加できるスピーチ

大会があれば、そして学習者と指導者、友だちや家族の皆さんが韓国語を学ぶ

楽しさを感じられたら・・・・ そんな思いから、２００３年に「話してみよう韓国語」

は東京と大阪で誕生しました。２００５年の「日韓友情年」を契機に開催都市も増

え、本年度は全国８都市でそれぞれ地域の特色を生かした大会が開催されるま

でになりました。 

「話してみよう韓国語」には中高生、大学生、会社員、主婦など、様々な年齢、

職業の方々が参加しており、韓国語学習者の層の厚さを物語っています。初級

学習者はもちろん、中級以上の学習者も参加できる部門を設定していますので、

学習者の皆さんが学習歴に応じて繰り返しチャレンジすることもできます。 

本大会が全国の韓国語学習者の励みとなり、韓国語学習者のすそ野が広がることを期待してやみません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎こんな出場部門があります！ 

中高生スキット部門 

 

 

 
一般スキット部門 

 

 

 
創作スキット部門 

 

≪鳥取大会の紹介≫ 

１１回目となる⿃取⼤会。韓国⽂化の魅⼒にひきつけられている⼭陰各地の皆さん、“韓国語で演じながら表現を楽
しむ”この⼤会をとおして、韓国ワールドに浸ってみませんか？発表終了後には⽂化公演や交流会も予定しています。 

韓国語を学習されている皆さんからの多くの参加申し込みをお待ちしております。 

 【応募・お問い合わせ】

公益財団法人鳥取県国際交流財団

（米 子 事 務 所） 
 

〒683－0043 
米子市末広町 294  
米子コンベンションセンター１階 
TEL 0859-34-5931  
FAX 0859-34-5955 
 

◆利⽤時間 
平日  9:00 – 17:30  
土日 10:00 – 17:00 
（祝日・年末年始を除く） 

WEB  http://www.torisakyu.or.jp/?id=1256 

♪応募までの流れ  詳細は募集要項でご確認ください。 

参加資格 
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応 募！ 

11/14 必着

韓国語の学習歴が２年以内で、本選（２次審査）までの学校等での学習時間

が１００時間までを目安とする初級学習者、韓国語能力試験初級（旧１級）未

満もしくは「ハングル」能力検定試験５級程度の中高生が参加できます。指定

する台本を暗記し、２人１組で演じます。 

韓国語学習歴が２年以内で本選(２次審査)までの学習時間が１００時間までを

目安とする初級学習者が対象です。韓国語能力試験初級（旧１級～２級）、

「ハングル」能力検定試験４～５級程度の初級学習者を想定しています。指定

する台本を暗記し、２人１組で演じます。 

指定された設定場面で２人以上の人物が登場するオリジナルの台本を創作

して暗記し、韓国語の発音や表現力を競います。中級までの学習者が対象

で、参加資格を満たせば、どなたでも応募できます。原則２人１組で演じます

が、条件を満たせば、1 人での応募も可能です。 

※本大会は「外国語としての韓国語」を学ぶ人のための大会です。韓国語を使って日常的に意思疎通をされている方のご応募はご遠慮ください。 


